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の証戸

口はじめに

・近世の村~支配・自治・共同

*領主に支配される村

-貫租の負担(村請制)

.支配の重層性

*自治体としてのキナ

-村の政治的機能

・村役人(庄屋・年寄)と惣百姓

*共同体としての村

-生活・生産の共向性

. ~也村との関係

-宮座~村内階層の存在

・古文書~江戸時代の村をみるための窓

*大量に残された、しかし限定的な過去の存在証明

*幾多の災害を乗り越えた文書群

・昭和 13年(1938)阪神大水害 容水害による消滅

・昭和20年(1945)神戸大空襲 s火災による消滅

-平成7年(1995)阪神淡路大震災 q 災害から史料を守る思想の勃興

・生活環境の変化・世代交代 置古文書の廃棄/史料認識のギャップ

口近世の神戸市域の概観~地域のつながり

・自然景観

*地形的特質

・六甲山棟と狭隆な海岸平野部

酒造業・水車工業・廻船業の発達

宗教的聖地としての六甲山;花嗣岩と信仰

.北神・西神E陵部の河谷農村地帯

兵庫津の後背地;物資の供給

*東西交通の要所

・西国街道(兵庫宿)→助郷の村、間之宿住吉村

-湯山道→裏六甲を通る脇往還

町図 1r六甲山塊とその周辺地域』

F 図2r神戸市域の交通網』

・海の道→廻船基地としての兵庫津/廻船主の住む村二御影村・大石村・新在家村etc.

・固と郡

*摂播両国にまたがる市域

-摂津国(兎原郡・八部郡・有馬郡)

・播磨国(明石郡・美嚢郡)

*確定していなかった国郡境界

-国境争論;寛文期 (1660年代)の争論

-郡境争論;空保期兎原郡・八部郡境目争論

・中一里山争論;~の用益
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GT'"図3r郡境山境草山出入裁許絵図』
GT'"図4r中一里山の範囲』



(~徳川幕府県治要略』より)『検地の図」

-キナ々のつながり

*地域性原理

-検地と村切り F 図5

村域(境界)の確定/土地所持者(名請人)の明確化

・「庄J"'-'中世的領域概念の残存

「庄」単位の山野用益(都賀庄・葺屋庄・福原庄 etc.)

*領主制原理

-幕藩領主の所領配置

非領国状況/明和前後/浜方(幕府領)と岡方(私領)

*村々の結合

-惣代庄屋(大庄屋)
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→領主性原理/領主と領民の中間的位置F 【史料1】
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「播州郡中議定」

「文政国訴願書』

f 図6

F 図7

-君.~中惣代→領主の違いを超えた郡単位の村々の結合/郡中議定

.国訴の展開→国単位・ 1000ヶ村級の結合

口神戸市域の村々~村の"個性"

・海村~大坂湾岸の村々

*海運:兵庫津(港湾都市)・神戸村・御影村etc.

*神片十:西須磨村・駒ヶ林村・深江村etc.

・農村①~灘目の村々 F 図9 r明治五年兵庫神戸実測図』
*純農村:花熊村・奥平野村・中野村etc. tar図10r明治2年北野村からの遠望」
-先進農業地帯/商品作物(菜種作) i菜の花や月は東に日は西に」

*半農村:御影村・住吉村 F 図11r大正時代の西灘村付近』
・農村②~裏六甲の村々

*山田谷の村々・淡河谷の村々

・山村~六甲山塊との関係

*唐橿村:木柴の供給

「神戸市域の村々』F 図8

-89-



*湯山町(有馬温泉):温泉町

*水車新田:水車場の発達 ~図12 r住吉谷の水車場J/図13.r水車油絞之図」
* (参考)名塩村(西宮市):名塩紙の生産

口村のすがた~村絵図を読み解く

・篠原村絵図

*篠原村

・純農村としての篠原村

*成立年代

・本多中務知行時代

.未御改新聞畑;享保 12年丁未に開発

f 図14r篠原村絵図』
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ほF享保 12年(1727)~主暦元年(1751)、宝暦 6 年

(1756) ~同 9 年(1759) の聞に成立

*自然的景観

・川〔六甲谷川・柏谷川・大づき川・ひゃなぎ川〕

.山;小松山

※「是広上立会)11 J I是広上立会J;入会慣行

*地種

・田畑;I新畑J(2ヶ所)、「新聞畑」、「本多中務様御知行之田地」→相給村落

・「林畑 (2ヶ所);本年貢が賦課される林、雑木を植え薪などを切り出す畑

・「山神」

・屋敷地(I居村J);本郷と分郷山田村

・宗教的施設;祥龍寺、墓所

*土木的景観

・水利施設

(1)分木 (3ヶ所)・がう〔大がう・中がう・宿がう〕

(2)井手〔小井手，下篠原井手，大しゃうぐん井手，四ツ井手，ひゃなぎ井手(柚谷川一ノ井手)J 
(3)用水路(井手) [山田代江取申用水〕※大月川を越す水路→寛

(4)溜池(三ヶ所)

-水防設備

(1)六甲谷川左岸;10ヶ所

(2)六甲谷川右岸 ;5ヶ所

(3)柚谷川左岸 ;4ヶ所

(4)柚谷川右岸 ;6ヶ所

.道路

(1)東西道路

(2)南北道路

(3)川床上の道 →澗れ川

※土木関連情報の多さ宮川に関わり、御普請場所などの明示することが主題か

官官記録された村の景観

口おわりに

・KOBE以前~都市の中の「村」

*近代都市"KOBE"というイメージの背後に息づく前近代の村社会

* "KOBE"を先鋭化する方向と前近代社会を再発見する方向

ハUQυ 
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間1.六甲山塊とその周辺地域

批?

毘3.郡境山境登山出入裁許絵図
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回4. 中一里山の範翻 (Ir新修神戸市史J近世所収認を加工)
閣6置播州都中議定

関7齢文政国訴願書

開8.神戸市域の村々兵庫県史』付額を加工)
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翻 10.明治2年北野村よりの遠望

鴎12.住吉谷の水車場影の塁J])

国 13網絞油水車器械の図

臨 11.大正時代の西灘村付近 所収)

93 
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